
 

 

 

 

 

時を守り、場を清め、礼を正
つく

す 

「時を守り、場を清め、礼を正
つく

す」、これは哲学者であり教育学者であった森信三氏の言

葉です。森氏は、明治時代に生まれ、平成４年にご逝去されました。氏のこの言葉は、日

本人の精神性・道徳性を培う上で教育界のみならず、多方面で用いられます。 

教育においては、「不易と流行」についてしばしば議論されます。「時を守り、場を清め、

礼を正す」は、不易であると考えますが、これも時代によってさまざまな教育的取り組み

が行われ、成果とともに課題も生まれ、今に至っています。 

例えば、平成に入ったばかりのころ、学校ではノーチャイム運動という動きがありまし

た。チャイムが鳴らなくても子供たちが時間を意識し、時計を見て行動できるようになる

ことを目指した取り組みです。一見、素晴らしいことのように思えますが、現在ノーチャ

イムの学校は、ほとんど見られません。入学したばかりの１年生は、まだ時計の学習をし

ていませんし、世の中の時計はデジタル表示が増えてきたこともあり、一人一人が常に時

間を意識して時計を見ることは、小学校段階では難しかったのです。それより、チャイム

が鳴ることで素早く行動し、メリハリのある生活リズムを構築することの方が理にかなっ

ているのです。 

清掃については、海外の学校などに目を向けると行なっていない国も多くあります。清

掃は仕事である、という見方があるからです。しかし、清掃の意義や習慣については、日

本人の持つ美徳の一つとして外国から賞賛を得ている実態があります。オリンピックをは

じめ様々な国際大会などで、日本人の観客らがスタジアムのごみ拾いを自主的に行ったり、

選手のロッカールームが使用後も整理整頓されたりしていることなどが、多くの賛辞とと

もに報道されるようになりました。「来た時よりも美しく」という考え方やボランティア精

神は、教育の成果であると考えます。 

挨拶については、それがコミュニケーションの大切な要素として円滑な人間関係の醸成

になくてはならないものであり、これは万国共通のものです。武道においては、「礼に始ま

り、礼に終わる」という言葉がありますが、自分から進んで挨拶をすることは、互いを尊

重し、相手への敬意にもつながることです。武道だけでなく、日常生活すべてにおいて、

礼に始まり礼に終わることは、人としての基礎基本といえるでしょう。しかし、多くの学

校で、子供たちの挨拶が課題であることがよく言われています。特に自分から進んで挨拶

することについて、なかなか定着しないという実態があるのです。なぜでしょうか。原因

は二つあると考えています。一つは、挨拶が形としてのみ定着しているため、相手に敬意

を示すという挨拶の意味を正しく理解して使えていないこと。もっと言うと、自分が挨拶

したくないときは挨拶しなくてよいという自分ファーストな考えを持っていることです。

もう一つは、周囲に模範となるロールモデルがいないことです。本校は、目指す児童像の

一丁目一番地に「あいさつができる子」を掲げています。目指す児童像は、学校運営協議

会で時間をかけて話し合った上で設定したものです。子供たちが自ら進んで挨拶ができる

ようになるため、学校・保護者・地域が、それぞれの場面において子供たちに挨拶をして

いく、挨拶をしている姿を見せていくことが大切だと考えます。 

「時を守り、場を清め、礼を正す」、このことの価値をもう一度見つめなおし、時代を越

えて一人一人が身につけるべき態度として尊重し、実践し、磨いていく必要があると考え

ます。 
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＜１２月及び１月当初の行事予定＞     １２月の生活目標：学校をきれいにします。 

日 月 火 水 木 金 土 

 

 

 

 

 

  １ 学級の時間 登校指導 

授業参観・懇談会 

(５・６年) 

３年消防署見学 

４年出前授業 

(ベースボールチャレンジ) 

２ 算数タイム 

授業参観・懇談会 

(お・３・４年) 

 

３ 

４ ５ 朝読書 

 

 

 

６ お話朝会 

ペース走記録会① 

(１・４・６年) 

 

７ 

ペース走記録会② 

(２・３・５年) 

委員会活動 

８ 賞状伝達朝会 

ペース走記録会① 

予備日 

 

９ 朝学習 

ペース走記録会② 

予備日 

10 

11 12 朝読書 

 

 

 

13 賞状伝達朝会 

通学班長会議 

14 

クラブ活動 

15 整理整頓の時間 

５年自動車工場見学(オ

ンライン・３校時) 

16 なかよしタイム 

５時間授業 

17 

18 19 朝読書 

 

 

20 短縮４時間 

(13:15下校) 

21 短縮４時間 

(13:15下校) 

給食最終日 

  

22 短縮４時間 

(12:25下校) 

 

23 終業式 

変則短縮３時間 

（11:30 下校） 

24 

25 26 

 

27 28 

  

29 

 学校閉庁日 

30 

 学校閉庁日 

31  

 

１ 

元日 

２ 

 振替休日 

３ 

学校閉庁日 

４ ５ ６ ７ 

８ ９ 

 

 成人の日 

 

10 短縮４時間 

始業式 

一斉下校 登校指導 

11 短縮４時間 12 学級の時間 

給食開始 

通常日課開始 

発育測定(お・１年) 

13 算数タイム 

発育測定(２年) 

14 

  ※現時点での予定です。感染拡大防止の観点から行事の変更もあります。 
 

【お知らせ】 
◎ペース走記録会について 
  ６日(火)と７日(水)には、「ペース走記録会」を行います（天候不良等の予備日としてそれぞれ８日と９日

を設定）。学年ごとに時間帯を分けておりますので、ホームページに掲載の文書をご確認いただき、感染

対策を講じたうえでご来校ください。お子さんのがんばりにぜひ声援を送ってください。（水曜日は短縮

日課となり、平常より１０分早い時程となっています。） 

 

◎冬休み中の安全な生活について 
今年度の冬休みは、１２月２４日（土）から１月９日（月）までの １７日

間です。交通事故や不審者に関わる事故防止について、  ２学期のう

ちに学校でも指導を行います。①交通ルールを守る こと、②一人に

なる時間帯を極力つくらないこと、③夕方は暗くなる前に帰宅することなど、ご家庭でもお子さんと話し

合っていただき、声かけと見守りをお願いします。 

※ 第３学期始業式は、１月１０日（火）です。なお、給食開始は１２日（木）です。持ち物は、各学年から発

行する「学年だより」をご覧いただき、忘れ物がないようご準備ください。 

※ １２月２９日（木）～１月３日（火）は、学校閉庁日となります。 

 

◎１月２１日(土)は、学校公開日(予定)です。 
   １月２１日(土)に、学校公開日(給食なしの４時間授業)を予定しています。感染状況等によって変更と

なる場合がありますが、現段階の計画では、２・３・４校時の公開授業とし、併せて「校内書きぞめ展」を 

行い、それぞれの教室に掲示します。ご参観お待ちしています。 

 


